
みんなで語ろ会報告書 

 

● 開 催 日 時 ： 平成２９年１２月２０日（水）（１９時００分～２０時３０分） 

● 開 催 場 所 ： 丹波校区公民館 

● 参 加 者 数 ： 【市 民】２２人【市職員】市長ほか９人【総 計】３２人 

 

○ 会 次 第 

 

○ 意見交換の内容 

【市民】 

  市民は、市に対して批判が多いような気がするが、ＰＲが悪いのか、人が悪いのか、どう考え

ているか。 

＜市長＞ 

  何かをやろうとしたときに、みんなが同じ方向を見て一歩踏み出す勇気がなかった。 

  駅前のバスセンターについては、平成 23年に具体的な構想まで出来上がっていたが、周辺住民

の協力が得られなかった。 

お互いの信頼関係、将来の指宿について語れなかったことが反省であった。 

  

【市民】 

  なのはな館に市民会館が建つと聞いたが、市民会館が建つと、卓球ができなくなるのではと危

惧している。 

＜総務部参与＞ 

  なのはな館には、ホールや会議室等があり、それを市民会館の機能と供用することができ、大

ホールを新築するだけで済むので建設費が安く上がる。 

 市民会館を建設することで、グラウンド・ゴルフを含めて、利用制限することはない。 

  

【市民】 

なのはな館の問題について、設計者が「なのはな館を中途半端に扱うな」と言ったという情報

しか我々には入ってこない。 

市独自の判断で、なのはな館の敷地内に市民会館は作れるのか。 

＜総務部参与＞ 

通常、建物に著作権は発生しないことが多いが、なのはな館の場合は発生するだろうと解釈し

ている。 

１ 開会  

２ 市長あいさつ 

３ 市職員自己紹介 

４ 意見交換 

５ 地域代表あいさつ 

６ 閉会 



県が管理している当時、維持管理費が多く掛かっていたのは、温泉施設があったからである。 

  これからは、健幸のまちづくりの拠点、スポーツ振興の拠点として、市役所の行政機能も移行

しようとしている。 

市民会館建設については、設計者に了解を得ている。 

＜市長＞ 

  これから人口が減る中で、サッカー場を建設することでお金を稼げる施設にしたいという思い

がある。市民会館をなのはな館に造るということにいろいろな意見があることは承知している。 

どのような案があるか皆さんと一緒に考えたい。 

  

【市民】 

  市の広報紙等を市政事嘱託員が配布しているが、新聞折り込みにしてみてはどうか。 

  先日の選挙の選挙公報が届いていない世帯も多い。 

＜総務部長＞ 

  若い世代が新聞を取っていないという現状がある。 

個人情報が記載されたものについては、郵便の方がよいのではとの意見もあることから、市政

事務嘱託員会と協議していきたい。 

  

【市民】 

  指宿の水源地の管理は万全か。 

  また、北朝鮮の工作船が辿り着いたら、どのような処理をするのか。 

＜総務部参与＞ 

  取水地には簡単に人が入れないようにバリケードをしている。 

 また、たとえ敷地内に入ったとしても、鉄筋コンクリートの建屋の中に入って毒薬を混入する

ことは、不可能である。  

＜市長＞ 

  沿岸の警備については、青いジャンパーを着た沿岸警備協力隊が見回りをしてくれている。 

 

【市民】 

  消防団員の欠員について、どう考えるか。 

＜総務部長＞ 

  消防職員・消防団のＯＢの方々に、機能別消防団として特定の活動をしてもらうことも検討し

ている。 

また、消防分団の合併・改変について、議論する会議を立ち上げた。 

市役所職員で消防団に入っている方も多くいる。 

＜危機管理課長＞ 

  消防団は定員割れの状況が続いている。今後、人口が減少し、消防団の在り方を検討しなけれ

ばならない時期に入っている。 

  また、市内に防犯カメラを５基設置し、市民の安心・安全の確保に努める予定でいる。１台当

たりリース料が年間２万円、保守が月千円程度となっている。 

  



【市民】 

  本格的なサッカー場を建設すれば、観光客が増えると思う。サッカー・多目的グラウンドにつ

いて、教えていただきたい。 

＜総務部参与＞ 

  土地代・建設、全て含めて 23億 7,500万円掛けて建設する予定である。そのうち２億円をスポ

ーツ振興くじ、日本サッカー協会の補助金で賄う。また、合併特例債を活用し、実質的な負担は

７億 6,000万円くらいである。 

  天然芝のメイングラウンド、人工芝のサブグラウンド、天然芝の多目的グラウンドを建設する。 

 建設については、サッカー協会や商工会議所、観光協会等から建設の要望書をいただいている。 

＜市長＞ 

  サッカー場建設に伴う経済効果は、２億 5,200万円程度だと試算されている。 

 全天候型の陸上競技場の建設の実質負担は 7,000 万円程度であったが、ゲートボールの全国大

会が開催され、その経済効果は 9,000万円だといわれている。 

日本サッカー協会もこの事業を応援してくれている。 

  

【市民】 

  サッカー・多目的グラウンド建設に併せて、市営野球場の整備もお願いしたい。 

野球のキャンプの誘致活動もするべきではないか。 

＜市長＞ 

  以前、市営野球場の改修について、要望を受けたことがある。電光掲示板については、改修し

たい。 

 

【市民】 

  先日、自主防災組織の説明会に参加した。私の地区では、避難場所が山手の方へ２㎞行った南

指宿中学校ということになっているが、高齢者が多く困難だと思う。丹波校区公民館も避難所で

あるが、湊地区全ての住民を受け入れることはできない。 

市内の大きな施設と協力し、避難場所として提供してもらうことはできないのか。 

＜危機管理課長＞ 

南海トラフ巨大地震が発生した場合の本市の被害想定は、地震発生３時間後に 4.5ｍの津波が押

し寄せてくるといわれている。遡上高は 15ｍ程度になると予想されることから、海抜 15ｍ以上の

所に避難していただきたい。 

市内の施設については、耐震化されているかどうかを含めて検討させていただきたい。 

＜市長＞ 

ＮＴＴの建物については、ぜひ検討したいと思う。 

 

 


